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2024・2025年度教研テーマ

体
の
テ
ー
マ
は
、「
合
理
的

配
慮
と
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

育
を
考
え
る
～
一
人
ひ
と
り

に
寄
り
添
う
キ
リ
ス
ト
教
学

校
～
」
と
し
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
は
、

全
体
テ
ー
マ
に
つ
い
て

の
基
調
講
演
の
後
に
医

療
現
場
と
教
育
現
場
か

ら
の
事
例
報
告
を
各
１

件
設
定
し
、
そ
の
後
、

グ
ル
ー
プ
で
の
分
か
ち

合
い
・
討
議
を
行
い
ま

す
。

加
盟
校
動
静

11月30日（土） 13時～16時40分11月30日（土） 13時～16時40分

キリスト教学校教育懇談会主催キリスト教学校教育懇談会主催
第22回講演会（オンライン開催）第22回講演会（オンライン開催）

合理的配慮と合理的配慮と
インクルーシブ教育を考えるインクルーシブ教育を考える
～ 一人ひとりに寄り添うキリスト教学校 ～～ 一人ひとりに寄り添うキリスト教学校 ～

申込みはこちらから申込みはこちらから

入
場
無
料

《基調講演》
ケアとしてのインクルーシブ
～合理的配慮から対話的包摂へ
ノートルダム清心女子大学
インクルーシブ教育研究センター 教授

﨑川　修 氏

《事例報告Ⅰ》
医療現場からの報告
～子どもに寄り添い共に生きる～
子どもと家族のメンタルクリニックやまねこ 院長

田中　哲 氏

　
か
つ
て
宗
教
教
育
を
禁
ず
る

文
部
省
訓
令
第
12
号
に
よ
る
存

続
の
危
機
を
乗
り
越
え
て
き
た

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟
の

繋
が
り
は
、
こ
の
時
代
に
お
い

て
も
自
校
が
孤
立
し
た
存
在
で

は
な
い
と
い
う
勇
気
の
源
泉
で

あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
学
び

合
い
、
互
い
に
祈
り
合
う
こ
と

に
よ
る
励
ま
し
を
通
し
て
、
常

に
建
学
の
精
神
に
立
ち
返
る
力

を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
も
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
は
そ
の
同
盟
の
学

校
代
表
者
協
議
会
会
場
と
し
て

本
校
を
用
い
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
私

た
ち
の
学
校
を
覚
え
て
い
た
だ

け
る
こ
と
に
感
謝
す
る
と
共

に
、
皆
さ
ん
の
研
鑽
と
交
わ
り

が
滞
り
な
く
行
わ
れ
る
よ
う
、

会
場
校
と
し
て
万
全
を
尽
く
し

て
備
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
校
は
昨
年
創
立
１
０
０
年

を
迎
え
、
い
く
つ
か
の
記
念
事

業
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で

も
「
啓
明
学
院
１
０
０
周
年
記

念
館
」
建
築
は
大
き
な
計
画
で

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
定
礎
の

際
、
埋
納
し
た
聖
書
に
以
下
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
理
事
長
と
連
名

で
記
し
ま
し
た
。

　
「
時
代
を
託
さ
れ
る
ス
ク
ー

ル
リ
ー
ダ
ー
が
祈
り
と
信
仰
に

よ
っ
て
常
に
正
し
く
全
体
を
導

き
／
神
と
人
に
仕
え
る
生
徒
を

育
て
る
使
命
を
受
け
た
啓
明
学

院
と
し
て
／
教
職
員
一
同
、
心

を
合
わ
せ
、
神
の
示
す
道
へ
と

歩
み
を
進
め
る
決
意
を
込
め
て

／
こ
の
聖
書
を
１
０
０
周
年
記

念
館
の
礎
と
し
て
こ
こ
に
埋
め

る
」

　
こ
れ
は
時
代
が
ど
の
よ
う
に

変
わ
ろ
う
と
も
、
学
校
を
代
表

す
る
立
場
に
あ
る
者
は
自
己
の

見
識
や
時
代
的
な
予
測
だ
け
で

な
く
、
御
心
を
祈
り
に
よ
っ
て

求
め
続
け
、
そ
の
信
仰
に
よ
っ

て
全
体
を
率
い
る
責
任
を
全
う

し
よ
う
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と

い
う
覚
悟
で
あ
り
、
教
職
員
一

人
ひ
と
り
と
共
に
聖
書
の
教
え

を
土
台
と
し
た
教
育
を
行
い
続

け
る
と
い
う
決
意
を
込
め
て

書
き
示
し
た
も
の
で
す
。

　
キ
リ
ス
ト
教
を
建
学
の
精

神
と
す
る
同
盟
各
校
に
お
い

て
も
学
校
代
表
の
任
に
当
た

ら
れ
る
方
々
の
責
任
は
大
き

な
も
の
で
す
し
、
常
に
物
事

を
正
し
く
判
断
す
る
こ
と
は

難
し
い
で
し
ょ
う
。
時
に
そ

れ
は
心
や
体
に
大
き
な
負
担
を

与
え
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
祈
り
と
信
仰
に
よ

っ
て
神
の
御
心
に
適
う
道
は
必

ず
開
か
れ
る
こ
と
を
皆
さ
ん
と

共
有
し
、
今
日
的
な
課
題
に
も

力
強
く
向
き
合
い
た
い
と
願
い

ま
す
。

　
本
校
は
２
０
２
０
年
よ
り
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
「
理
数
系
に

力
を
入
れ
た
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

型
教
育
」
へ
と
方
向
づ
け
、
そ

の
た
め
の
新
し
い
取
り
組
み
も

進
め
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
私

学
な
ら
で
は
の
先
取
の
精
神
を

持
ち
な
が
ら
も
、
御
心
に
適
っ

た
こ
の
時
代
の
責
任
を
果
た
し

て
い
く
た
め
に
、
祈
り
つ
つ
歩

む
こ
と
、
一
つ
一
つ
の
決
定
を

信
仰
的
に
為
す
こ
と
を
常
に
心

に
刻
む
我
々
で
あ
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
思
い
も
こ

の
機
会
を
通
し
て
同
盟
各
校
の

皆
様
と
共
有
し
て
い
く
こ
と
が

出
来
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

〈
啓
明
学
院
中
学
校
・
高
等
学

校
校
長
〉

祈りと信仰によって祈りと信仰によって

指宿　力指宿　力

第66回学校代表者協議会第66回学校代表者協議会
11/1（金）～2（土）11/1（金）～2（土）

（学）啓明学院で開催（学）啓明学院で開催

　
キ
リ
ス
ト
教
学
校

教
育
同
盟
と
日
本
カ

ト
リ
ッ
ク
学
校
連
合

会
は
、
２
０
０
４
年

か
ら
共
同
の
営
み
と

し
て
「
キ
リ
ス
ト
教

学
校
教
育
懇
談
会
」

を
運
営
し
、
同
会
主

催
で
毎
年
、
加
盟
校

教
職
員
を
対
象
に
講

演
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
目
的
は
、
キ

リ
ス
ト
教
（
主
義
）

学
校
と
カ
ト
リ
ッ
ク

学
校
が
共
に
教
育
に
励
み
、

教
育
に
お
け
る
連
帯
を
目
指

す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
テ
ー

マ
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育

の
目
指
す
も
の
、
大
切
に
す

べ
き
も
の
を
毎
回
取
り
上
げ

て
学
び
合
い
、
交
流
す
る
機

会
と
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
第
22
回
講
演
会
は

11
月
30
日
（
土
）
13
時
～
16

時
40
分
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

で
す
。
本
年
４
月
１
日
か
ら

合
理
的
配
慮
の
提
供
が
義
務

化
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
全

《事例報告Ⅱ》
高校現場からの報告
～合理的配慮・UDL～
YMCA学院高等学校校長・
大阪YMCA国際専門学校校長

鍛治田 千文 氏

　
８
月
23
日
（
金
）
～
24
日

（
土
）、
第
４
回
中
小
規
模

学
校
連
携
協
力
懇
話
会
が
横

浜
市
の
学
校
法
人
横
浜
学
院

・
横
浜
女
学
院
中
学
校
高
等

学
校
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
全
国
の
教
育
同
盟
加
盟

校
よ
り
、
北
海
道
か
ら
九
州

ま
で
20
法
人
28
名
が
対
面

（
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）
で
参

加
し
、
有
意
義
な
時
間
を
共

有
し
ま
し
た
。

　
西
原
廉
太
教
育
同
盟
理
事

長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
23
日

に
は
、
安
田
教
育
研
究
所
所

長
の
安
田
理お

さ
む

先
生
に
よ
る

「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
と
急
激

な
少
子
化
へ
の
対
応
」
と
い

う
講
演
が
行
わ
れ
、
24
日
に

は
九
州
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学

の
松
本
充み

ち

右あ
き

学
長
が
「
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

開
校
、
次
の
１
０
０
年
に
向

け
て
種
を
ま
く
」
と
い
う
演

題
で
講
演
を
し
ま
し
た
。

　
安
田
理
先
生
の
講
演
で

は
、
大
き
な
少
子
化
の
波
が

押
し
寄
せ
る
現
代
社
会
に
お

い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
が

こ
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
乗

り
越
え
る
べ
き
か
、
現
状
の

分
析
か
ら
将
来
的
な
展
望
に

つ
い
て
の
示
唆
が
あ
り
ま
し

た
。
特
に
首
都
圏
に
お
け
る

中
学
高
校
の
入
試
の

状
況
や
、
大
学
入
試

で
の
受
験
生
の
動
向

を
通
じ
、
キ
リ
ス
ト

教
学
校
の
現
状
が
分

析
さ
れ
ま
し
た
。
受

験
生
や
保
護
者
が
学

校
教
育
に
何
を
求
め

て
い
る
の
か
、
そ
し

て
今
の
社
会
が
ど
の

よ
う
に
変
わ
っ
て
い

く
の
か
と
い
う
問
い

に
対
し
、
変
化
の
激
し
い
時

代
に
教
育
内
容
が
十
分
に
ア

ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
て
い
な
い

学
校
に
対
す
る
指
摘
も
な
さ

れ
ま
し
た
。
少
子
化
の
状
況

下
で
、
存
在
す
る
意
味
の
あ

る
学
校
と
し
て
、
何
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
考
え

る
貴
重
な
時
間
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
安
田

先
生
の
「
自
分
は
何
者
で
ど

う
生
き
た
ら
い
い
の
か
」
と

の
問
い
か
け
は
、
激
し
く
変

化
す
る
世
の
中
で
キ
リ
ス
ト

教
学
校
が
果
た
す
べ
き
核
心

的
な
課
題
を
示
し
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
翌
24
日
、
松
本
充
右
先
生

の
講
演
で
は
、
九
州
ル
ー
テ

ル
学
院
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
小
学
部
の
開
校
に
至
る
背

景
、「
な
ぜ
熊
本
に
」「
な
ぜ

小
学
校
を
」「
な
ぜ
今
の
時

期
に
」
と
い
っ
た
疑
問
に
的

確
な
答
え
が
提
示
さ
れ
、
同

学
院
の
決
断
に
は
大
き
な
勇

気
と
感
動
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
松
本
先
生
の
「
す
べ
て

に
時
が
あ
る
」
と
い
う
言
葉

に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
が

今
考
え
る
べ
き
こ
と
を
学
ぶ

機
会
を
提
供
さ
れ
た
と
言
え

ま
す
。

　
両
日
と
も
に
講
演
後
に
分

科
会
が
設
け
ら
れ
、
各
学
校

の
現
状
を
率
直
に
分
か
ち
合

い
、
建
設
的
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
懇
話

会
を
通
じ
て
、
参
加
者
た
ち

は
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
使
命

と
役
割
を
改
め
て
再
確
認

し
、
少
子
化
と
い
う
大
き
な

課
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
べ
き
か
に
つ

い
て
深
く
考
え
る
機
会
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特

に
、
教
育
現
場
で
生
徒
た
ち

が
自
分
自
身
と
向
き
合
い
、

悩
み
、
そ
し
て
成
長
す
る
た

め
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
の

重
要
性
が
強
調
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
キ
リ
ス
ト
教

学
校
が
ど
の
よ
う
に
歩
み
を

進
め
る
の
か
、
そ
の
方
向
性

を
考
え
る
た
め
の
貴
重
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

�

平
間
宏
一

〈
横
浜
女
学
院
中
学
校
高
等

学
校
校
長
、
中
小
規
模
学
校

連
携
協
力
懇
話
会
実
行
委

員
〉

安
田
理
氏
　

松
本
充
右
氏
　

分
科
会
報
告
　

２
０
２
４
年

２
０
２
４
年  

夏
の
研
修
会
報
告

夏
の
研
修
会
報
告

キリスト教学校とキリスト教学校と
少子化を考える少子化を考える
第4回中小規模学校第4回中小規模学校

連携協力懇話会連携協力懇話会

＜行事予定＞
※予定は状況により変わることがあります。

11／1～２　第66回学校代表者協議会
� （啓明学院中学校・高等学校）
　　　　９　�第10回キリスト教看護教育推

進会議� （活水女子大学）
　　　　30　キリスト教学校教育懇談会
　　　　　　第22回講演会�（オンライン）
2024年
1／17～18　第67回小学校代表者研修会
� （北陸学院小学校）
６／13～14　第113回定時総会
� （北星学園大学）

遺
愛
学
院

　
創
基
１
５
０
周
年
を
迎

え
、
９
月
28
日
（
土
）
10
時

か
ら
記
念
式
典
が
中
学
校
高

等
学
校
大
体
育
館
で
開
催
さ

れ
た
。

関
東
学
院

　
創
立
１
４
０
周
年
を
迎

え
、
10
月
12
日
（
土
）
14
時

か
ら
記
念
式
典
が
学
院
関
係

者
に
よ
り
大
学
金
沢
八
景
キ

ャ
ン
パ
ス
の
ベ
ン
ネ
ッ
ト
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

�

　

平
塚
敬
一
氏
（
元
関
東
学
院

中
学
校
・
高
等
学
校
校
長
、

元
横
浜
学
院
院
長
、
元
立
教

女
学
院
理
事
長
／
中
学
校
・

高
等
学
校
校
長
）

　
10
月
８
日
逝
去
、
85
歳
。

葬
儀
、
告
別
式
は
近
親
者
に

よ
っ
て
執
り
行
わ
れ
た
。

　
２
０
０
７
～
11
年
教
育
同

盟
の
常
任
理
事
（
教
研
担

当
）
を
務
め
ら
れ
た
。

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し

ま
す
。

教室での分科会

申
込
み
締
切
は

申
込
み
締
切
は

1111
／／
1212（
火
）

（
火
）

��

で
す
で
す

　
チ
ラ
シ
等
は
加
盟
学
校
法

人
宛
に
送
付
済
み
で
、
同
盟

Ｈ
Ｐ
の
お
知
ら
せ
欄
か
ら
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
参
加

希
望
者
は
、
チ
ラ
シ
の
Ｕ
Ｒ

Ｌ
か
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
、
ま
た
は

上
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
申

込
み
フ
ォ
ー
ム
に
入
り
、
必

要
事
項
を
入
力
し
て
く
だ
さ

い
。



（2）（778号）（月刊）（第三種郵便物認可）2024年11月15日（金） キ リ ス ト 教 学 校 教 育

公
　
募

※
採
用
予
定
日
は
特
記
以
外

25
年
４
月
１
日
で
す
。

▽
北
星
学
園
大
学

▼
経
済
学
部
経
済
学
科

職
種
＝
西
洋
経
済
史　
専
任

講
師
又
は
准
教
授　
１
名

応
募
締
切
＝
12
月
16
日

問
合
せ
＝
☎011-891-2731

▽
聖
学
院
大
学

▼
心
理
福
祉
学
部
心
理
福
祉

学
科

職
種
＝
精
神
保
健
福
祉
学
分

野　
教
授
又
は
准
教
授　

１
名

応
募
締
切
＝
11
月
15
日

問
合
せ
＝s_nakatani@

seigakuin-univ.ac.jp

▼
基
礎
総
合
教
育
部

職
種
＝
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

関
連
分
野　
教
授
、
准
教

授
又
は
助
教　
１
名

応
募
締
切
＝
11
月
15
日

問
合
せ
＝ky_okamura@

seigakuin-univ.ac.jp

▽
神
戸
女
学
院
大
学

▼
共
通
英
語
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー

職
種
＝
英
語
教
育　
教
授
、

准
教
授
又
は
専
任
講
師　

１
名

応
募
締
切
＝
11
月
15
日

問
合
せ
＝
☎0798-51-8553

▽
活
水
女
子
大
学

▼
看
護
学
部
看
護
学
科

職
種
＝
基
礎
看
護
学
、
母
性

看
護
学　
准
教
授
、
講
師

又
は
助
教　
各
１
名

応
募
締
切
＝
12
月
28
日

問
合
せ
＝
☎0957-27-3005

▽
遺
愛
女
子
中
学
校
・
高
等

学
校

職
種
＝
情
報
科
、
国
語
科
、

保
健
体
育
科　
専
任
教
諭　

各
１
名

応
募
締
切
＝
11
月
30
日

問
合
せ
＝
☎0138-51-0418

▽
宮
城
学
院
中
学
校
高
等
学

校職
種
＝
国
語
科　
専
任
教
員

１
名

応
募
締
切
＝
11
月
８
日

問
合
せ
＝
☎022-279-1331

▽
青
山
学
院
中
等
部

職
種
＝
音
楽
科　
特
別
教
諭　

１
名

応
募
締
切
＝
11
月
14
日

問
合
せ
＝skunim

i@
 

aoyamagakuin.jp

▽
恵
泉
女
学
園
中
学
・
高
等

学
校

職
種
＝
英
語
科　
嘱
託
教
員　

１
名

応
募
締
切
＝
11
月
18
日

問
合
せ
＝
☎03-3303-2115

▽
香
蘭
女
学
校
中
等
科
・
高

等
科

職
種
＝
社
会
科　
非
常
勤
講

師　
１
名

応
募
締
切
＝
11
月
27
日

問
合
せ
＝
☎03-3786-1136

▽
明
治
学
院
中
学
校
・
東
村

山
高
等
学
校

職
種
＝
①
数
学
科
②
国
語
科

③
理
科
④
保
健
体
育
科　

①
常
勤
講
師
②
③
④
非
常

勤
講
師　
①
③
④
各
１
名

②
２
名

応
募
締
切
＝
①
④
12
月
５
日

※
11
／
11
受
付
開
始
②
25

年
１
月
９
日
③
25
年
１
月

16
日
※
12
／
２
受
付
開
始

問
合
せ
＝
☎042-391-2142

▽
聖
学
院
中
学
校
・
高
等
学

校職
種
＝
①
技
術
科　
特
任
教

諭
②
技
術
科
非
常
勤
講
師

③
美
術
科　
非
常
勤
講
師　

各
１
名

応
募
締
切
＝
①
②
11
月
21
日

③
12
月
７
日

問
合
せ
＝
☎03-3917-1121

▽
立
教
女
学
院
小
学
校

職
種
＝
学
級
担
任
又
は
算
数

専
科　
常
勤
講
師
及
び
産

休
・
育
休
代
替
常
勤
講
師　

若
干
名

応
募
締
切
＝
11
月
20
日

問
合
せ
＝
☎03-3247-0905

▽
北
陸
学
院
小
学
校

職
種
＝
担
当
科
目
は
相
談

非
常
勤
講
師　
１
名

応
募
締
切
＝
11
月
29
日

問
合
せ
＝
☎076-280-3858

▽
普
連
土
学
園
中
学
校
・
高

等
学
校

職
種
＝
常
勤
職
員　
１
名

応
募
締
切
＝
11
月
８
日

問
合
せ
＝
☎03-3451-4616

　
第
14
回
中
堅
事
務
職
員
リ

ト
リ
ー
ト
は
、
同
志
社
大
学

今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、

８
月
22
日
（
木
）
～
23
日

（
金
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
研
修
の
２
０
２
４
年
度

主
題
は
「
新
た
な
時
代
に
お

け
る
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
使

命
と
連
帯
―
い
の
ち
の
輝
き

と
平
和
を
求
め
て
―
」、
副

題
は
「
建
学
の
精
神
の
継

承
」
で
あ
り
、
加
盟
15
法
人

19
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
同
志
社
大
学
副

学
長
の
木
原
活
信
先
生
に
よ

る
「
サ
ー
バ
ン
ト
・
リ
ー
ダ

ー
と
は
～
キ
リ
ス
ト
教
主
義

学
校
で
働
く
意
義
～
」
と
題

す
る
主
題
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。

　
聖
書
よ
り
、「
人
の
子
は

仕
え
ら
れ
る
た
め
で
は
な
く

仕
え
る
た
め
に
、
ま
た
、
多

く
の
人
の
身
代
金
と
し
て
自

分
の
命
を
献
げ
る
た
め
に
来

た
の
で
あ
る
。」、「
あ
な
た

が
た
の
う
ち
で
い
ち
ば
ん
偉

い
人
は
、
仕
え
る
者
に
な
り

な
さ
い
。」
と
い
う
箇
所
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
サ
ー
バ
ン
ト
・
リ
ー
ダ

ー
と
は
、
謙
虚
で
腰
が
低

く
、
オ
ー
プ
ン
で
人
の
話
を

素
直
に
聞
き
、
丁
寧
で
面
倒

見
が
良
く
、
そ
の
上
決
断
力

が
あ
る
人
。
長
く
生
き
よ
う

と
欲
す
る
も
の
は
奉
仕
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
支
配

し
よ
う
と
す
る
も
の
は
長
生

き
し
ま
せ
ん
。」
と
木
原
先

生
は
語
り
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
同
志
社
大
学

キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー

の
森
田
喜
基
先
生
よ
り
「
キ

リ
ス
ト
教
の
教
派
に
つ
い
て

～
お
互
い
の
理
解
の
た
め
に

～
」
と
題
し
て
特
別
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。

　
各
学
校
の
創
立
の
礎
と
な

る
キ
リ
ス
ト
教
各
教
派
の
国

内
外
の
歴
史
に
つ
い
て
、
図

解
を
用
い
て
分
か
り
や
す
く

説
明
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
参

加
者
各
自
の
勤
務
先
で
あ
る

学
校
の
「
建
学
の
精
神
」
へ

の
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
他
校
の
こ
と
も
理

解
し
て
自
校
を
再
認
識

で
き
、
キ
リ
ス
ト
教
主

義
学
校
が
連
帯
す
る
意

義
や
、
私
た
ち
が
と
も

に
目
指
す
教
育
目
標
に

つ
い
て
も
、
改
め
て
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
り

ま
し
た
。

　
各
講
演
の
後
に
は
、

３
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
講
演
の
感
想
や
意

見
を
交
換
し
ま
し
た
。
ま

た
、「
各
校
の
創
立
の
意

図
」、「
建
学
の
精
神
」、「
自

校
教
育
」
に
関
す
る
事
前
課

題
を
も
と
に
、
各
学
校
で
実

践
さ
れ
て
い
る
事
柄
に
つ
い

て
情
報
交
換
し
、
今
後
「
建

学
の
精
神
」
を
継
承
し
活
か

し
て
い
く
た
め
に
、
参
加
者

自
身
が
具
体
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
こ
と
に
つ
い
て

話
し
合
い
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
黙
想
の
時
」
で
は
、
同

志
社
大
学
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
の

川
崎
寿
美
氏
に
よ
る
パ
イ
プ

オ
ル
ガ
ン
の
音
色
や
、
同
志

社
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

に
よ
る
合
唱
に
耳
を
傾
け
、

日
常
の
様
々
な
業
務
か
ら
一

旦
リ
セ
ッ
ト
し
、
静
か
に
自

分
を
見
つ
め
直
す
貴
重
な
時

間
が
持
た
れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
の
最
後
に
は
、
各

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
た
こ

会
場
は
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
の

教
室
と
チ
ャ
ペ
ル

森
田
喜
基
氏
　

大
西
晴
樹
氏
　

嶋
田
順
好
氏
　

木
原
活
信
氏
　

と
を
発
表
し
て
全
体
で
共
有

し
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
で
一
旦
自
分

自
身
を
振
り
返
り
、
参
加
者

相
互
の
学
び
、
気
付
き
が
、

各
学
校
の
児
童
、
生
徒
、
学

生
、
そ
し
て
教
職
員
と
の
関

り
の
中
で
実
践
さ
れ
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
会
場
校
の
同
志
社
大
学
、

ご
準
備
く
だ
さ
っ
た
先
生
方

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

�

高
松
和
廣

〈
九
州
学
院
事
務
長
、
中
堅

事
務
職
員
リ
ト
リ
ー
ト
実
行

委
員
〉

　
２
０
２
４
年
度
の
東
北
・

北
海
道
地
区
教
育
研
究
集
会

大
学
部
会
は
、
本
年
度
か
ら

の
新
た
な
主
題
「
新
た
な
時

代
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
学

校
の
使
命
と
連
帯
―
い
の
ち

の
輝
き
と
平
和
を
求
め
て

―
」
の
も
と
、
８
月
22
日

（
木
）
９
時
か
ら
16
時
ま

で
、
当
番
校
で
あ
る
東
北
学

院
大
学
の
五
橋
キ
ャ
ン
パ
ス

を
会
場
に
加
盟
校
５
大
学
よ

り
18
名
（
＋
講
演
の
み
聴
講

者
６
名
）
の
参
加
を
得
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
当
番
校
の
川
島
堅
二
氏
の

司
式
に
よ
る
開
会
礼
拝
の

後
、
地
区
理
事
の
古
川
敬
康

氏
（
北
星
学
園
理
事
長
・
学

園
長
）
と
当
番
校
の
原
田
善

教
氏
（
東
北
学
院
理
事
長
）

よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
、
ま
ず
大
西
晴

樹
先
生
（
東
北
学
院
院
長
・

東
北
学
院
大
学
学
長
）
よ
り

「
時
代
の
変
化
に
晒
さ
れ
る

キ
リ
ス
ト
教
大
学
」
の
題
で

最
初
の
講
演
を
伺
い
ま
し

た
。
特
に
、
文
部
科
学
省
が

進
め
る
私
立
学
校
法
改
正
に

よ
り
講
師
が
責
任
を
担
う
東

北
学
院
大
学
の
対
応
の
一
例

と
し
て
、
寄
附
行
為
の
変
更

に
伴
う
院
長
職
の
再
確
認
を

行
っ
た
こ
と
の
経
緯
や
、
そ

の
中
で
改
め
て
東
北
学
院
の

創
設
者
た
ち
の
教
育
理
念
に

つ
い
て
考
察
し
た
点
な
ど
が

示
さ
れ
、
そ
し
て
２
０
２
３

年
度
に
発
足
し
た
「
東
北
学

院
キ
リ
ス
ト
教
フ
ェ
ロ
ー
シ

ッ
プ
（Tohoku Gakuin 

Christian Fellowship

略
称
：
Ｔ
Ｇ
Ｃ
Ｆ
）」
の
学

生
た
ち
の
課
外
活
動
の
様
子

を
紹
介
し
、
新
し
い
時
代
に

お
け
る
東
北
学
院
の
キ
リ
ス

ト
教
の
「
リ
バ
イ
バ
ル

（
信
仰
大
覚
醒
）」
と

な
る
期
待
を
話
さ
れ
ま

し
た
。

　
次
に
、
嶋
田
順
好
先

生
（
横
浜
英
和
学
院
理

事
長
）
よ
り
「
少
子
化

時
代
に
お
け
る
持
続
可

能
な
道
を
求
め
て
」
の

題
で
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
急
速
に
進
む
日
本

の
少
子
化
の
中
、
地
方
の
キ

リ
ス
ト
教
学
校
が
直
面
す
る

課
題
に
言
及
し
、
か
つ
て
宮

城
学
院
女
子
高
等
学
校
の
校

長
と
し
て
御
自
身
が
取
り
組

ん
だ
実
例
に
触
れ
、
海
外
か

ら
日
本
語
を
学
び
、
日
本
語

で
教
育
を
受
け
、
日
本
で
の

就
職
を
希
望
す
る
留
学
生
を

高
校
生
か
ら
積
極
的
に
迎
え

入
れ
る
意
義
に
つ
い
て
の
話

で
し
た
。

　
懇
親
会
（
昼
食
）
で
は
参

加
各
校
か
ら
近
況
報
告
を
伺

い
、
午
後
は
参
加
者
が
三
つ

の
分
団
に
分
か
れ
、
講
師
を

交
え
て
質
疑
や
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の

全
体
会
で
は
各
分
団
の
討
議

内
容
が
報
告
さ
れ
、
講
師
ら

の
総
評
を
聞
き
ま
し
た
。
最

後
に
、
次
年
度
の
当
番
校
を

代
表
し
、
小
林
昭
博
氏
（
酪

農
学
園
大
学
宗
教
主
任
）
に

よ
る
閉
会
礼
拝
の
後
、
地
区

代
表
理
事
で
、
今
回
の
講
師

も
務
め
ら
れ
た
大
西
晴
樹
氏

に
よ
る
挨
拶
を
も
っ
て
本
年

度
の
研
究
集
会
は
締
め
括
ら

れ
ま
し
た
。

　
加
盟
校
が
少
な
い
地
区
で

あ
り
な
が
ら
、
集
会
に
出
席

す
る
校
数
も
減
少
し
て
お

り
、
研
究
集
会
の
あ
り
方
を

含
め
「
新
し
い
時
代
」
に
向

け
た
改
革
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
を
感
じ
た
研
究
集
会
と
な

り
ま
し
た
。

�

原
田
浩
司

〈
東
北
学
院
大
学
宗
教
部
長

・
教
育
同
盟
教
育
研
究
委
員

会
全
国
委
員
〉

　
８
月
26
日
（
月
）
～
27
日

（
火
）、
主
題
「
新
た
な
時

代
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
学

校
の
使
命
と
連
帯
」
の
も

と
、
大
阪
キ
リ
ス
ト
教
短
期

大
学
で
関
西
地
区
大
学
部
会

研
究
集
会
が
開
催
さ
れ
る
予

定
で
し
た
が
、
台
風
10
号
の

接
近
に
伴
い
27
日
は
中
止
、

26
日
も
時
間
を
短
縮
し
て
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
26
日
14
時
に
開
始
さ
れ
、

開
会
礼
拝
で
は
関
西
地
区
大

学
部
会
・
落
合
建
仁
委
員
長

（
金
城
学
院
大
学
）
の
司

式
、
説
教
に
よ
り
恵
み
豊
か

な
時
を
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
説
教
は
自
身
の

経
験
を
踏
ま
え
な
が
ら
講
演

会
の
テ
ー
マ
と
も
結
び
つ
い

た
聖
書
の
話
で
、
続
く
講
演

会
を
よ
り
期
待
さ
せ
る
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

　
講
演
会
は
「
Ａ
Ｉ
時
代
の

キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
可
能

性
」
と
題
し
て
、
同
志
社
大

学
学
長
・
神
学
部
教
授
で
あ

る
小
原
克
博
先
生
か
ら
教
え

ら
れ
、
収
穫
の
多
い
学
び
の

時
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者

の
多
く
は
Ａ
Ｉ
時
代
に
戸
惑

い
な
が
ら
も
実
際
に
大
学
の

現
場
で
学
生
た
ち
に
ど
の
よ

う
な
教
育
実
践
が
可
能
な
の

か
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
働
き

に
従
事
す
る
中
、
小
原
先
生

か
ら
示
さ
れ
た
教
育
と
実
践

方
法
に
新
し
い
視
点
が
与
え

ら
れ
ま
し
た
。

　
小
原
先
生
は
、
近
代
日
本

の
教
育
が
実
利
主
義
に
傾
く

一
方
で
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の

存
在
意
義
や
役
割
、
課
題
が

何
か
を
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
ま
し
た
。
Ａ
Ｉ
技
術
が
進

む
と
知
性
、
知
能
が
必
要
と

な
り
理
性
や
合
理
性
が
求
め

ら
れ
る
が
、
そ
こ
か
ら
こ
ぼ

れ
落
ち
て
い
る
も
の
は
何

か
、
そ
れ
を
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
る
キ

リ
ス
ト
教
教
育
の
意

義
を
強
調
し
な
が

ら
、
最
適
化
が
も
た

ら
し
た
負
の
歴
史
を

直
視
し
、
人
間
の
限

界
、
弱
さ
、
愚
か
さ

を
自
覚
し
て
、
視
野

狭
窄
に
陥
ら
な
い
よ

う
気
を
つ
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
語
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
予
測
し
な
か
っ
た

出
来
事
や
人
物
、
自
然
と
の

出
会
い
を
通
し
て
自
分
の
中

に
眠
っ
て
い
た
も
の
が
引
き

出
さ
れ
豊
か
な
人
生
へ
と
導

か
れ
る
こ
と
、
キ
リ
ス
ト
教

教
育
が
目
標
と
す
る
人
格
形

成
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
熱
く

語
り
ま
し
た
。
た
だ
こ
こ
で

私
た
ち
は
Ａ
Ｉ
を
排
除
す
る

の
で
は
な
く
、
人
間
が
関
わ

り
き
れ
な
い
部
分
は
Ａ
Ｉ
が

担
う
こ
と
で
教
職
員
が
無
理

す
る
こ
と
な
く
、
学
生
た
ち

が
豊
か
な
人
生
を
歩
む
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
と
述
べ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
質
疑
応
答

の
時
間
に
は
３
名
か
ら
の
質

問
が
あ
り
、
ど
の
質
問
に
対

し
て
も
誠
実
に
答
え
ら
れ
ま

し
た
。

　
講
演
会
司
会
を
担
当
さ
れ

た
打
樋
啓
史
実
行
委
員
（
関

西
学
院
大
学
）
の
コ
メ
ン
ト

及
び
落
合
委
員
長
の
挨
拶
を

も
っ
て
講
演
会
が
終
了
し
、

情
報
交
換
会
で
は
27
日
に
予

定
し
て
い
た
分
団
会
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
着
座
し
、

良
き
交
流
の
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。

�

神
山
美
奈
子

〈
名
古
屋
学
院
大
学
宗
教
部

長
、
関
西
地
区
大
学
部
会
実

行
委
員
〉

小
原
克
博
氏
　

建
学
の
精
神
継
承
の
た
め
に

建
学
の
精
神
継
承
の
た
め
に

第第
1414
回
中
堅
事
務
職
員

回
中
堅
事
務
職
員

リ
ト
リ
ー
ト

リ
ト
リ
ー
ト

職
員
研
修

職
員
研
修

新しい時代に向けての新しい時代に向けての
� 改革を� 改革を
東北・北海道地区東北・北海道地区
教育研究集会大学部会教育研究集会大学部会

大学大学
研修研修

ＡＩ時代のＡＩ時代の
キリスト教教育の可能性キリスト教教育の可能性
関西地区第65回関西地区第65回
大学部会研究集会大学部会研究集会

大学大学
研修研修
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こ
と
の
使
命
」
を
聞
き
ま
し

た
。
村
山
先
生
は
キ
リ
ス
ト

教
学
校
に
務
め
た
経
験
か

ら
、
神
と
教
会
か
ら
遣
わ
さ

れ
た
者
と
し
て
の
思
い
を
語

り
ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
同

盟
各
校
の
建
学
の
精
神
に
触

れ
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
根

幹
が
人
格
教
育
で
あ
り
、
そ

の
為
に
継
承
す
べ
き
こ
と

と
、
新
た
な
時
代
の
取
り
組

み
を
す
る
こ
と
で
、
20
年
、

30
年
後
を
生
き
る
生
徒
の
羅

針
盤
と
な
る
キ
リ
ス
ト
教
教

育
が
実
践
さ
れ
る
こ
と
の
必

要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。
あ

わ
せ
て
私
学
人
と
し
て
の
独

立
と
協
働
、
サ
ー
バ
ン
ト
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
重
要
性
を

説
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
パ

ウ
ロ
の
獄
中
書
簡
を
引
用
し

て
、
厳
し
い
時
代
を
乗
り
越

え
る
こ
と
と
、
キ
リ
ス
ト
教

と
の
出
会
い
が
人
生
に
接
ぎ

木
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
と
、

聖
書
の
言
葉
の
真
実
さ
と
の

出
会
い
の
す
べ
て
が
生
徒
に

も
教
員
に
も
人

生
の
訓
練
と
な

る
と
語
り
ま
し

た
。
そ
の
後
の

分
団
協
議
で

は
、
講
演
内
容

や
種
々
の
テ
ー

マ
で
情
報
共
有

と
意
見
交
換
が

な
さ
れ
ま
し

た
。

　
昼
食
後
、
酪

農
学
園
見
学
ツ

　
８
月
30
日
（
金
）「
キ
リ

ス
ト
教
大
学
と
は
」
を
主
題

と
し
、
大
学
新
任
教
員
研
修

会
が
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
用
い
た
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
山
下
智
子
委
員
長
（
同

志
社
女
子
大
学
）
に
よ
る
開

会
の
挨
拶
と
祈
り
を
も
っ
て

13
時
に
開
始
し
た
後
、
西
原

廉
太
教
育
同
盟
理
事
長
（
立

教
大
学
総
長
）
を
講
師
と

し
、「
キ
リ
ス
ト
教
大
学
が

大
切
に
す
る
こ
と
」
と
題
す

る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
は
、
建
学
の
精
神
、

Via M
edia

理
解
、
理
性

と
伝
統
、
キ
リ
ス
ト
教
大
学

の
ル
ー
ツ
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、

聖
書
、
多
様
な
一
人
ひ
と
り

の
存
在
を
大
切
に
す
る
こ
と

な
ど
を
論
点
と
し
、
１
時
間

あ
ま
り
の
熱
の
籠
も
っ
た
話

に
触
発
を
受
け
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
報
告
者
個
人
と
し
て
特
に

印
象
に
残
っ
た
の
は
、
キ
リ

ス
ト
大
学
の
建
学
の
精
神
は

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
は
あ
る
も

の
の
、
真
理
探
究
と
世
界
・

社
会
・
隣
人
に
奉
仕
す
る
と

い
う
二
つ
の
軸
が
あ
る
点
で

共
通
す
る
と
い
う
話
で
し

た
。
同
じ
目
標
を
異
な
る
ア

プ
ロ
ー
チ
で
目
指
す
、
今
回

の
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
教
大
学

の
集
ま
り
の
大
切
さ
を
改
め

て
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
大
学
の
ル
ー
ツ
と
ミ

ッ
シ
ョ
ン
の
話
で
は
、
大
学

が
三
種
の
聖
職
者
を
育
て
る

場
と
し
て
始
ま
っ
た
こ
と
が

語
ら
れ
ま
し
た
。
精
神
的
・

霊
的
な
痛
み
の
た
め
に
神
学

部
、
身
体
的
・
肉
体
的
な
痛

み
に
医
学
部
、
社
会
的
な
痛

み
に
法
学
部
が
設
け
ら
れ
た

こ
と
か
ら
は
、
複
雑
化
す
る

現
代
で
も
変
わ
ら
な
い
キ
リ

ス
ト
教
大
学
の
役
割
を
教
え

ら
れ
ま
し
た
。

　
講
演
後
、
実
行
委
員
５
名

が
司
会
者
と
な
り
、
５
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
討
議

を
行
い
ま
し
た
。
講
演
か
ら

刺
激
を
多
く
受
け
た
こ
と
も

あ
っ
て
か
、
50
分
の
時
間
が

足
り
な
い
と
感
じ
る
ほ
ど
各

グ
ル
ー
プ
で
充
実
し
た
や
り

と
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
討
議
後
は
東
彩

子
委
員
（
西
南
女
学
院
大

学
）
の
司
会
の
も
と
で
、
講

師
を
交
え
て
の
全
体
会
を
持

ち
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
30
分

ほ
ど
の
時
間
が
短
く
感
じ
ら

れ
る
よ
う
な
活
発
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
本
周
委
員
（
宮
城
学
院

女
子
大
学
）
に
よ
る
閉
会
の

　
大
学
部
会
は
、
関
東
地
区

委
員
会
主
催
で
、
９
月
９
日

（
月
）
13
時
30
分
よ
り
、
全

国
研
究
集
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン

の
形
で
開
催
し
ま
し
た
。

（
参
加
者
13
法
人
14
名
）。

　
下
田
尾
治
朗
委
員
長
（
敬

和
学
園
大
学
）の
挨
拶
の
後
、

開
会
礼
拝
で
は
、
五
十
嵐
成

見
・
関
東
地
区
委
員
（
東
京

女
子
大
学
）
に
よ
り
、
コ
リ

ン
ト
の
信
徒
の
手
紙
二
４
章

祈
り
を
持
ち
、
16
時
過
ぎ
に

閉
会
。
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が

課
題
を
発
見
し､

疑
問
を
解

消
す
る
よ
う
な
機
会
と
し

て
、
成
功
裏
に
第
11
回
大
学

新
任
教
員
研
修
会
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
各
地
に
大
き
な
被

害
を
与
え
た
台
風
10
号
に
よ

る
停
電
や
交
通
へ
の
影
響
な

ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
研
修
会

で
あ
っ
て
も
開
催
が
危
ぶ
ま

れ
る
面
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
意
味
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
も
万
全
で
は
な
い
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
ま
た
参
加
者

か
ら
対
面
で
の
開
催
を
期
待

す
る
声
も
あ
り
、
開
催
形
態

に
つ
い
て
は
今
後
さ
ま
ざ
ま

な
可
能
性
を
検
討
す
る
余
地

が
あ
り
そ
う
で
す
。

�

植
木
献

〈
明
治
学
院
大
学
、
大
学
新

任
教
員
研
修
会
実
行
委
員
〉

８
～
10
節
の
聖
句
に
基
づ
く

説
教
が
あ
り
ま
し
た
。

　
引
き
続
く
基
調
講
演
に
お

い
て
は
、
シ
ュ
ー
土
戸 

ポ

ー
ル
先
生
（
青
山
学
院
・
文

学
部
教
授
・
学
院
宣
教
師
）

を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
Ａ

Ｉ
時
代
の
大
学
教
育
と
キ
リ

ス
ト
教
」
と
の
テ
ー
マ
の
も

と
、
圧
倒
的
な
影
響
力
を
も

っ
て
現
代
社
会
に
浸
透
す
る

Ａ
Ｉ
に
大
学
は
い
か
に
向
き

合
う
べ
き
か
に
関
す
る
示
唆

に
富
む
お
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
土
戸
氏
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
は

16
世
紀
の
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク

印
刷
術
の
登
場
以
来
の
教
育

シ
ス
テ
ム
の
変
革
の
流
れ
の

中
の
最
先
端
に
位
置
付
け
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
生

成
Ａ
Ｉ
の
影
響
を
教
育
界
は

不
可
避
な
も
の
と
受
け
止
め

つ
つ
、
そ
の
リ
ス
ク
と
限
界

を
認
識
し
た
う
え
で
、
教
育

と
研
究
の
た
め
の
善
用
に
努

め
る
べ
き
こ
と
を
明
言
し
ま

し
た
。

　
実
際
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

開
発
、
シ
ラ
バ
ス
作
成
等
に

お
い
て
、
生
成
Ａ
Ｉ
は
、
教

育
の
強
い
味
方
と
し
て
用
い

る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
学

習
に
際
し
て
も
、
解
答
を
求

め
て
の
丸
投
げ
ツ
ー
ル
と
し

て
で
は
な
く
、
対
話
の
相
手

と
し
て
の
利
用
を
促
す
こ
と

を
通
し
て
、
学
生
た
ち
の
思

考
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る

と
の
こ
と
。
そ
の
た
め
に
も

教
育
に
携
わ
る
者
一
人
ひ
と

り
が
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用
に

習
熟
す
る
必
要
性
を
土
戸
氏

は
強
調
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
生
成
Ａ
Ｉ

を
教
育
に
取
り
入
れ
る
こ
と

の
不
可
避
性
と
メ
リ
ッ
ト
に

言
及
す
る
一
方
で
、
そ
の
弱

点
と
限
界
に
つ
い
て
、
ま

た
、
そ
れ
ら
を
克
服
す
る
と

こ
ろ
の
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の

可
能
性
に
つ
い
て
、
土
戸
氏

は
講
演
の
締
め
く
く
り
と
し

て
語
り
ま
し
た
。
生
成
Ａ
Ｉ

が
苦
手
と
す
る
領
域
は
、
倫

理
的
判
断
、
共
観
能
力
、
思

い
や
り
に
基
づ
く
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
形
成
能
力
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
を
可
能
と
す
る
営

み
こ
そ
が
キ
リ
ス
ト
教
に
基

づ
く
全
人
教
育
で
あ
る
こ
と

を
師
は
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
時
代
の
激
し
い
変
化
に

柔
軟
に
対
応
し
つ
つ
、
変
わ

る
こ
と
の
な
い
聖
書
的
人
間

観
に
立
ち
続
け
る
こ
と
こ

そ
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
目

指
す
べ
き
方
向
性
で
あ
る
こ

と
を
改
め
て
心
に
刻
む
こ
と

が
ゆ
る
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
後
は
、
質
疑
応
答
の

時
間
と
な
り
、
参
加
者
各
々

の
関
心
や
専
門
に
基
づ
き
、

活
発
な
や
り
と
り
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

�

下
田
尾
治
郎

〈
敬
和
学
園
大
学
、
大
学
部

会
研
究
集
会
実
行
委
員
長
〉

　
９
月
11
日
（
水
）、
東
北

・
北
海
道
地
区
第
９
回
新
任

教
師
研
修
会
が
、
酪
農
学
園

大
学
附
属
と
わ
の
森
三
愛
高

等
学
校
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
５
法
人
６
校
、
19

名
の
参
加
で
し
た
。

　
研
修
会
に
先
立
っ
て
学
校

礼
拝
に
参
加
、
東
北
学
院
榴

ケ
岡
高
等
学
校
の
西
間
木
順

宗
教
主
任
の
説
教
に
生
徒
と

共
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
研
修
会
は
朴
美
愛
酪
農
学

園
宗
教
主
事
に
よ
る
開
会
礼

拝
、
当
番
校
の
石
川
和
哉
校

長
に
よ
る
挨
拶
で
始
ま
り
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
学
校
法
人
野
幌

キ
リ
ス
ト
教
学
園
理
事
長
の

村
山
昭
二
先
生
（
元
と
わ
の

森
三
愛
高
校
長
）
の
講
演

「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
で
働
く

ア
ー
を
行
い
、
広
大
な
フ
ィ

ー
ル
ド
を
巡
り
ま
し
た
。
創

設
者
・
黒
澤
酉
蔵
の
生
涯
と

学
園
史
の
展
示
資
料
室
と
記

念
講
堂
（
大
学
礼
拝
堂
）
に

も
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
バ
ス

で
も
１
時
間
で
は
足
り
な
い

施
設
と
農
地
、
近
隣
の
自

然
、
江
別
か
ら
札
幌
ま
で
の

眺
望
に
驚
き
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
に
は
、
生

徒
が
実
習
で
作
っ
た
ケ
ー
キ

の
他
、
酪
農
学
園
の
乳
製

品
、
北
海
道
銘
菓
を
味
わ
い

つ
つ
交
流
し
、
そ
の
雰
囲
気

の
ま
ま
に
分
団
協
議
報
告
を

行
い
ま
し
た
。
各
班
か
ら
学

校
礼
拝
の
大
切
さ
、
礼
拝
方

法
や
生
徒
を
含
む
奉
仕
者
の

活
動
の
違
い
、
学
校
の
特
色

な
ど
が
披
露
さ
れ
、
ま
と
め

の
時
と
な
り
ま
し
た
。
最
後

に
当
番
校
の
久
保
木
崇
に
よ

る
閉
会
礼
拝
と
教
研
全
国
委

員
で
あ
る
西
間
木
氏
の
派
遣

祈
祷
を
も
っ
て
、
神
の
恵
み

の
内
に
研
修
会
を
終
え
ま
し

た
。

　
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
教
員

と
し
て
、
共
通
の
使
命
と
個

別
の
取
り
組
み
を
再
認
識

し
、
神
様
か
ら
預
か
る
生
徒

の
成
長
の
た
め
に
、
思
い
を

新
た
に
す
る
研
修
会
と
な
り

ま
し
た
。

�

久
保
木
崇

〈
と
わ
の
森
三
愛
高
等
学

校
、
教
研
全
国
委
員
〉

司
会
　
山
下
智
子
氏
　

講
演
　
西
原
廉
太
氏
　

村
山
昭
二
氏
　

分
団
協
議
　

シ
ュ
ー
土
戸 

ポ
ー
ル
氏

青
山
学
院
大
学
か
ら
配
信

キ
リ
ス
ト
教
大
学
が

キ
リ
ス
ト
教
大
学
が

　
　
大
切
に
す
る
こ
と

　
　
大
切
に
す
る
こ
と

第第
1111
回回

大
学
新
任
教
員
研
修
会

大
学
新
任
教
員
研
修
会

大
学
研
修

大
学
研
修

ＡＩ時代のＡＩ時代の
�大学教育とキリスト教�大学教育とキリスト教
第68回全国大学部会第68回全国大学部会
� 研究集会� 研究集会

大学大学
研修研修

キリスト教学校でキリスト教学校で
� 働くことの使命� 働くことの使命
第８回東北・北海道地区第８回東北・北海道地区
新任教師研修会新任教師研修会

新任新任
研修研修

聖書のことば

石黒　義信

恐れることはない、
わたしはあなたと
共にいる神

　「わが神、わが神、なぜわたしをお見捨てになっ
たのですか」（マルコによる福音書15章34節）

　この聖句は、ナザレのイエスが「神の愛と無条件
の赦し」を宣べ伝えたその最期に、十字架上での断
末魔の苦しみの中での絶叫の言葉です。「神はその
時、どこにおられたのか」、「神は本当にイエスを見
捨てられたのだろうか」、と多くの人たちは思いま
した。
　今日、困難で悲惨な出来事や自然災害等で多くの
人たちが傷つき、亡くなっているのにもかかわら
ず、もし神がおられるなら、なぜ、そのことが起こ
る前に止めてくださらないのか、地震や台風等の災
害が起こらないようにしてくださらないのか、と思
います。
　ところで、聖書は私たちに「いのち」を与えてく
ださった方を「神」と語ります。「いのち」が与え
られているということは、「誰にも束縛されず、自
らの意思で自由に生きても良い」と言うことです。
それはまた同時に私たちがどの様な状況に置かれた

としても、自らの決断によって生き抜いていかなけ
ればならないことをも意味します。つまり神は私た
ちが下すどのような決断をも受け入れてくださり、
それがどのような結果になったとしても、常に「そ
れでいいよ、そのように生きていって良いよ」と認
めてくださっているのです。
　イエスの十字架上の刑死の出来事がそのことを唯
一示しています。「十字架につけられたままのイエ
ス」を神は「然り、それで良いのだ、そのままのあな
たを私は受け容れているのだ」、「私はあなたと伴に
いるのだ」と語られているのです。つまり、神は「殺
されていったイエスと伴におられる」方なのです。
　それ故、私たちの歩みにおいて、思いや願いが実
現しない時、努力が報われない時、失敗したと思う
時、困難に直面する時…があったとしても失望落胆
せず、そのところから自らの決断によってそれぞれ
の道を歩んでいっていいのです。「いのち」を与え
てくださった神が常にあなたと伴にいてくださるの
です。
〈学校法人聖書学園�千葉英和高等学校チャプレン〉

見
学
ツ
ア
ー
・
黒
澤
記
念
講
堂
前
で
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よ
る
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
演
奏

を
交
え
た
チ
ャ
ペ
ル
コ
ン
サ

ー
ト
が
企
画
さ
れ
、
夕
食
は

神
戸
飯
店
に
移
動
し
て
、
１

９
９
５
年
の
阪
神
淡
路
大
震

災
の
被
災
体
験
を
林リ

ン

攸ユ

樹ジ
ュ

社

長
か
ら
伺
い
、
参
加
者
の
交

流
と
親
睦
の
と
き
を
持
ち
ま

し
た
。

　
二
日
目
は
神
戸
栄
光
教
会

で
の
礼
拝
に
始
ま
り
、
午
前

中
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

は
神
田
先
生
の
講
演
を
通
し

て
学
ん
だ
内
容
を
、
市
内
の

北
野
地
区
を
散
策
し
な
が
ら

確
認
す
る
研
修
の
と
き
を
持

ち
ま
し
た
。
厳
し
い
暑
さ
の

中
で
し
た
が
、
神
戸
モ
ス

ク
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
寺
院
、
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
、
バ
プ
テ
ス

ト
教
会
、
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教

会
、
イ
ン
ド
会
館
、
神
戸
ユ

ダ
ヤ
共
同
体
跡
地
な
ど
の
宗

教
的
多
様
性
に
満
ち
た
エ
リ

ア
を
散
策
し
、
訪
問
し
て
話

を
聞
く
中
で
、
耳
目
で
学
ん

だ
情
報
・
事
柄
を
実
際
に
歩

き
な
が
ら
確
認
し
て
回
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、

神
戸
モ
ス
ク
で
は
、

日
本
人
イ
マ
ー
ム

（
導
師
）に
就
任
し
た

方
の
お
話
を
直
接
聞

け
た
こ
と
は
大
変
に

有
意
義
な
出
会
い
で

し
た
。
そ
の
後
、
イ

エ
ス
団
賀
川
記
念
館

に
移
動
し
、
小
野
歩

氏
か
ら
賀
川
豊
彦
の

足
跡
と
記
念
館
の
働

き
に
つ
い
て
聞
き
、

げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
、
事
務
局
長
・
事
務
長
の

全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

築
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
今
回
は
、
主
題
を
「
災
害

危
機
と
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の

連
帯
」
と
し
、
事
務
局
長
・

事
務
長
の
立
場
で
災
害
時
の

危
機
管
理
に
つ
い
て
共
に
考

え
、
防
災
に
対
す
る
意
識
を

高
め
、
災
害
時
の
学
校
間
の

連
携
を
図
っ
て
い
く
こ
と
、

お
よ
び
、
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
私
立
学
校
法
改
正
に
伴
う

寄
附
行
為
改
正
や
関
連
規
程

の
整
備
に
お
け
る
体
制
づ
く

り
や
そ
の
運
用
な
ど
に
つ
い

て
、
事
例
発
表
と
情
報
交
換

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
ま

し
た
。

　
初
日
は
、
星
野
薫

実
行
委
員
長
（
フ
ェ

リ
ス
女
学
院
）
に
よ

る
開
会
礼
拝
、
小
﨑

眞
学
校
法
人
同
志
社

常
務
理
事
・
同
志
社

女
子
大
学
長
に
よ
る

会
場
校
挨
拶
に
続
い

て
、
基
調
講
演
と
し

て
大
災
害
か
ら
の
長

期
的
な
生
活
復
興
過

　
第
10
回
全
国
事
務
局
長
・

事
務
長
会
議
が
、
同
志
社
大

学
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
を
会

場
と
し
て
、
38
法
人
49
名
の

参
加
を
得
て
９
月
６
日

（
金
）
〜
７
日
（
土
）
の
２

日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
会
議
は
、
キ
リ
ス
ト
教

学
校
が
建
学
の
精
神
を
具
現

す
る
た
め
、
事
務
局
ト
ッ
プ

が
問
題
意
識
を
持
っ
て
現
状

と
課
題
を
捉
え
な
が
ら
、
他

校
の
先
行
事
例
に
学
び
、
自

校
で
の
新
た
な
試
み
に
つ
な

程
の
解
明
や
、
災
害
時
の
要

配
慮
者
支
援
の
あ
り
方
な

ど
、
社
会
現
象
と
し
て
の
災

害
に
対
す
る
防
災
学
を
研
究

さ
れ
て
い
る
立
木
茂
雄
先
生

（
同
志
社
大
学
社
会
学
部
教

授
）
か
ら
「
災
害
危
機
と
キ

リ
ス
ト
教
学
校
の
連
帯
」
と

題
し
て
講
演
を
聞
き
ま
し

た
。

　
続
い
て
、「
寄
附
行
為
改

正
後
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
と

そ
の
運
用
」
と
題
し
て
、
星

野
氏
（
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
事

務
局
長
）
か
ら
大
臣
所
轄
法

人
と
し
て
の
事
例
、
祖
父
江

健
一
氏
（
女
子
学
院
事
務

長
）
か
ら
知
事
所
轄
法
人
と

し
て
の
事
例
発
表
が
あ
っ
た

の
ち
、
講
演
・
事
例
発
表
を

受
け
て
、
参
加
者
が
５
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
「
危
機
管

理
と
災
害
対
策
に
つ
い
て
」

と
「
寄
付
行
為
改
正
後
の
体

制
と
運
用
に
つ
い
て
」
を
テ

ー
マ
に
活
発
な
討
議
・
情
報

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
同
志
社
大
学
学
生
の
案

内
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア

ー
が
行
わ
れ
、
施
設
見
学
を

行
い
ま
し
た
。
夕
暮
れ
の
レ

ン
ガ
造
り
の
重
要
文
化
財
は

特
に
美
し
く
、
来
年
１
５
０

周
年
を
迎
え
る
同
志
社
の
キ

リ
ス
ト
教
教
育
の
歴
史
を
実

感
し
ま
し
た
。

　
夕
刻
か
ら
は
夕
食
を
兼
ね

た
情
報
交
換
会
が
東
山
を
一

望
す
る
学
内
レ
ス
ト
ラ
ン
で

開
催
さ
れ
、
講
師
に
も
参
加

い
た
だ
き
、
相
互
の
交
流
と

親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
宇
田
川
篤
実

行
委
員
（
恵
泉
女
学
園
事
務

局
長
）
に
よ
る
朝
礼
拝
に
始

ま
り
、
前
日
に
続
い
て
討
議

・
情
報
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
続
い
て
行
わ
れ

た
全
体
会
で
は
、
２

日
に
わ
た
る
グ
ル
ー

プ
討
議
内
容
が
そ
れ

ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
か

ら
報
告
さ
れ
、
参
加

者
全
員
で
討
議
の
内

容
を
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し

た
が
、
ご
多
忙
の

中
、
事
前
準
備
や
当

日
の
会
場
運
営
等
、
多
大
な

る
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り

ま
し
た
同
志
社
の
皆
さ
ま
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�

和
田
敏
也

〈
広
島
女
学
院
経
営
企
画
部

長
、
全
国
事
務
局
長
・
事
務

長
会
議
実
行
委
員
〉

　
第
４
回
キ
リ
ス
ト
教
活
動

担
当
事
務
職
員
研
修
会
が
、

「
キ
リ
ス
ト
教
っ
て
何
？
〜

キ
リ
ス
ト
教
学
校
で
大
切
に

し
た
い
こ
と
と
は
何
か
〜
」

を
主
題
に
、
９
月
11
日

（
水
）
〜
12
日
（
木
）
の
二

日
間
、
福
岡
市
の
西
南
学
院

大
学
を
会
場
と
し
て
、
11
法

人
19
名
の
参
加
を
得
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
開
会
礼

拝
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
劉

り
ゅ
う

雯雯ぶ
ん
ぶ
ん

竹ち
く

先
生
（
西
南
学
院
大
学

宗
教
主
事
）
が
、「
分
け
合

お
う
、
わ
ず
か
の
パ
ン
と

魚
」
と
題
し
て
、
マ
ル
コ
に

よ
る
福
音
書
８
章
14
〜
21
節

よ
り
、
他
者
の
た
め
に
ち
い

さ
な
愛
を
差
し
出
す
心
を
育

て
る
の
が
キ
リ
ス
ト
教
学
校

で
あ
る
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

語
り
ま
し
た
。

　
「
講
演
１
」
で
は
、
濱
野

道
雄
先
生
（
西
南
学
院
大
学

宗
教
部
長
・
神
学
部
教
授
）

か
ら
「
生
徒
・
学
生
の
物
語

と
聖
書
の
物
語
の
出
会
い
︱

キ
リ
ス
ト
教
学
校
で
大
切
に

し
た
い
こ
と
︱
」
を
テ
ー
マ

に
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
を
形

作
る
建
学
の
精
神
に
は
、
教

職
員
各
々
に
よ
る
解
釈
の
幅

や
今
の
時
代
に
お
け
る
解
釈

が
あ
っ
て
も
良
く
、
ま
た
、

生
徒
・
学
生
の
人
生
の
物
語

が
聖
書
の
物
語
と
出
会
い
、

そ
し
て
合
流
し
て
い
く
た
め

の
環
境
づ
く
り
こ
そ
が
キ
リ

ス
ト
教
学
校
で
大
切
に
し
た

い
こ
と
、と
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
く
「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
」
で
は
、
参
加
者
は
５
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

講
演
の
感
想
、
業
務
に
お
け

る
課
題
や
悩
み
、
対
応
策
な

ど
を
中
心
に
活
発
な
意
見
交

換
を
行
い
、
そ
の
後
、
キ
ャ

ン
パ
ス
外
に
場
所
を
移
し
て

開
催
し
た
「
情
報
交
換
会
」

で
は
、
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
、
ざ

っ
く
ば
ら
ん
に
語
り
合
い
、

こ
の
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終

え
ま
し
た
。

　
研
修
二
日
目
。
ま
ず
は
廣

瀨
真
理
香
実
行
委
員
（
明
治

学
院
大
学
宗
教
部
職
員
）
の

司
会
に
よ
る
「
朝
の
集
い
」

で
、
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
手

紙
12
章
１
〜
21
節
の
交
読
、

そ
し
て
黙
想
を
行
い
、
心
を

整
え
る
ひ
と
と
き
を
持
ち
ま

し
た
。

　
「
講
演
２
」
で
は
、「
実

際
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
︱

ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
︱
」
と

題
し
て
、
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト

で
寄
せ
ら
れ
た
「
教
職
員
の

キ
リ
ス
ト
教
へ
の
理
解
・
浸

透
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取

組
み
を
行
っ
て
い
る
か
」
な

ど
の
質
問
に
対
し
、
濱
野
先

生
か
ら
西
南
学
院
大
学
で
の

事
例
を
お
話
し
い
た
だ
き
、

「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
」
で
は

各
校
の
キ
リ
ス
ト
教
活
動
を

め
ぐ
る
厳
し
い
現
状
や
打
開

策
の
共
有
へ
と
展
開
し
て
い

き
ま
し
た
。

　
最
後
に
「
全
体
会
」
で
の

ワ
ー
ク
内
容
報
告
は
、
二
日

間
の
活
発
な
意
見
交
換
を
反

映
し
た
濃
い
内
容
と
な
り
、

や
や
時
間
を
超
過
し
ま
し
た

が
、
濱
野
先
生
の
閉
会
祈
祷

を
も
っ
て
、
研
修
会
は
無
事

終
了
し
ま
し
た
。

　
本
研
修
会
は
、
宗
教
活
動

担
当
事
務
職
員
が
、
課
題
共

有
や
情
報
交
換
を
通
じ
、
キ

リ
ス
ト
教
活
動
の
一
層
の
活

性
化
を
模
索
、
キ
リ
ス
ト
教

学
校
教
育
の
理
念
の
明
確
化

を
目
指
し
、
同
労
者
と
し
て

励
ま
し
合
う
こ
と
を
目
標
と

し
て
お
り
、
研
修
会
後
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
も
、「
キ
リ
ス

ト
教
活
動
担
当
職
員
の
た
め

の
唯
一
の
研
修
で
あ
り
、
と

て
も
大
切
な
交
わ
り
の
時
で

す
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
皆

様
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

�

竹
森
宏
和

〈
同
志
社
大
学
同
志
社
社
史

資
料
セ
ン
タ
ー
職
員
、
キ
リ

ス
ト
教
活
動
担
当
事
務
職
員

研
修
会
実
行
委
員
長
〉

　
第
57
回
全
国
聖
書
科
研
究

集
会
は
、「
ミ
ナ
ト
神
戸
の

宗
教
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」

と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
神

戸
市
須
磨
区
の
啓
明
学
院
中

学
校
・
高
等
学
校
を
会
場
校

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
９
月

13
日
（
金
）
〜
14
日
（
土
）

の
日
程
で
26
法
人
47
名
の
参

加
者
が
集
っ
た
研
修
会
の
初

日
は
、
会
場
校
の
啓
明
学
院

中
高
の
チ
ャ
ペ
ル
で
「
啓
明

学
院
の
キ
リ
ス
ト
教
教
育
」

（
小お

嵜ざ
き

智と
も

通ゆ
き

宗
教
主
事
）
に

つ
い
て
聞
き
、
聖
書
科
授
業

の
見
学
と
校
舎
見
学
の
後
に

主
題
講
演
（
神
田
健
次
氏
・

関
西
学
院
大
学
名
誉
教
授
）

か
ら
学
び
ま
し
た
。

　
主
題
講
演
か
ら
は
、
多
様

な
宗
教
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

が
共
存
・
協
働
し
て
き
た
歴

史
を
持
つ
神
戸
の
歴
史
の
奥

深
さ
を
知
る
中
で
、
勤
務
校

で
聖
書
科
授
業
・
礼
拝
へ
の

責
任
を
持
つ
私
た
ち
が
、
ま

ず
多
様
性
と
違
い
へ
の
理
解

と
想
像
力
に
開
か
れ
る
こ
と

の
大
切
さ
を
教
わ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
生
徒
有
志
に

記
念
館
の
見
学
と
閉
会
礼
拝

の
と
き
を
持
ち
、
一
泊
二
日

の
研
修
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
膨
大
な
デ
ー
タ
・
資
料
に

瞬
時
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
便

利
な
時
代
で
す
が
、
反
面
で

は
個
人
の
関
心
と
傾
向
に
よ

っ
て
限
定
さ
れ
が
ち
な
情
報

だ
け
で
判
断
し
、
偏
っ
た
価

値
形
成
を
し
て
し
ま
う
リ
ス

ク
に
満
ち
た
現
代
社
会
で

す
。
そ
の
中
で
、
キ
リ
ス
ト

教
学
校
が
持
つ
使
命
と
は
何

で
し
ょ
う
か
。
参
加
し
た
各

校
の
聖
書
科
教
員
一
人
ひ
と

り
は
、
神
戸
と
い
う
港
町
が

歴
史
の
中
で
異
な
る
人
た
ち

に
開
か
れ
、
集
い
、
違
い
か

ら
互
い
に
学
び
合
い
、
聞
き

合
っ
て
き
た
営
み
を
知
る
中

で
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
お

け
る
キ
リ
ス
ト
教
学
校
が
大

切
に
し
た
い
テ
ー
マ
を
考
え

る
貴
重
な
機
会
を
得
ま
し

た
。
豊
か
な
研
修
と
出
会
い

の
と
き
へ
の
感
謝
と
共
に
、

研
修
会
の
報
告
と
い
た
し
ま

す
。

�

三
上　
梓

〈
西
南
学
院
中
学
校
高
等
学

校
宗
教
主
任・聖
書
科
教
諭
〉

　
季
節
が
移
り
空
は
高
く
、

事
務
局
か
ら
東
に
望
む
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
が
近
く
見
え
ま

す
。
今
号
は
夏
の
研
修
会
10

本
の
報
告
、
テ
ー
マ
は
Ａ
Ｉ

時
代
、
私
学
法
、
災
害
対

策
、
少
子
化
、
そ
し
て
キ
リ

ス
ト
教
学
校
の
使
命
と
存
在

な
ど
喫
緊
の
課
題
。
報
告
を

皆
様
と
共
有
し
ま
す
。

　
事
務
局
が
同
行
し
た
研
修

で
印
象
深
い
の
は
聖
書
科
の

神
戸
北
野
地
区
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
（
４
面
）。
異
人
館

街
の
多
様
な
宗
教
施
設
の
共

存
、
特
に
そ
の
中
の
ユ
ダ
ヤ

人
共
同
体
の
跡
地
（
高
さ
２

ｍ
、
長
さ
20
ｍ
の
石
壁
）
は

杉
原
千
畝
の
「
命
の
ビ
ザ
」

で
来
日
、
数
カ
月
滞
在
し
て

市
民
と
も
交
流
し
た
人
々
の

痕
跡
、
貴
重
な
歴
史
の
記
憶

で
す
。�

事
務
局
長

第10回全国事務局長・第10回全国事務局長・
事務長会議事務長会議 職員研修職員研修

危機管理と災害対策危機管理と災害対策
寄附行為改正後の体制と運用寄附行為改正後の体制と運用立

木
茂
雄
氏　

学
生
ガ
イ
ド
に
よ
る

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー

生
徒
に
よ
る
オ
ル
ガ
ン
演
奏

濱
野
道
雄
氏　

神
田
健
次
氏　

キ
リ
ス
ト
教
活
動
活
性
化
を

キ
リ
ス
ト
教
活
動
活
性
化
を

��

目
指
し
て

目
指
し
て

第
４
回
キ
リ
ス
ト
教
活
動

第
４
回
キ
リ
ス
ト
教
活
動

担
当
事
務
職
員
研
修
会

担
当
事
務
職
員
研
修
会

職員職員
研修研修

ミ
ナ
ト
神
戸
の

ミ
ナ
ト
神
戸
の

　
宗
教
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

　
宗
教
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

第第
5757
回
全
国
聖
書
科
研
究
集
会

回
全
国
聖
書
科
研
究
集
会

ジ
ャ
イ
ナ
教
寺
院

神
戸
ム
ス
リ
ム
モ
ス
ク

ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会

賀
川
記
念
館

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
風
景
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